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青 年 期 ノ肺 結核 二關 スルレ研 究(第 二報)

青年期肺結核 ノ豫後

北海道帝國大學馨學部第一内科敷室

教 授 有 馬 英 二

講 師 山 田 豊 治

肺結核 ノ死亡統計表中20歳 乃至25歳 ノ年齢 ガ

曲線 ノ頂貼 テ爲 スハ各國共通 ノ事實ナ リ、就中

男子ハ21歳 二於 テ女子 ハ19歳 二於テ最高二達

ス、此 ノ事實二鑑 ミルモ青年期 ノ結核ガ如何二

豫後不良ナルカテ推察 スルニ足ルモノアリ、然

乍此 ノ事實ハソバ反面二於テ人類ガ如何二多 ク

青年期二結核二罹患 スルカノ鏡像二外ナラザル

モ、死亡数 テ以テ直チニ青年期結核 ノミノ豫後

トハ断 ジ難 ク或ハ小見期初感染 ノ末期モ此 レニ

加ハル可 ク叉多撒罹患者中ニハ肚年期二延長ス

ル モ ノモ ア ル ベ シo

最近 掲 逸 及 北 米 合 衆 國 二於 テモ學 齢 見 童 ノ ミナ

ラズ 中等 學 校 專 門 學 校 大 學 等 ノ生 徒 及 學 生 ノ結

核診 断 頓 二盛 大 トナ リ所 謂 健 康 青 年 中 ノ無 症 候

性結 核 二就 イテ研 墾 スル モ ノ愈 ≧加 ハ ル ノ趨

勢 ラ見 ル(Kattentidt,Kayser-Petersen,P.

Krause,Wiewiorowski,且etherington,Opie,

Landis,McPhedranusw.)。

我 邦 二於 テハ結 核 感 染 率 ノ調 査 二就 イテ ノ報 告

ハ・漸次 檜 加 スル ノ傾 向 アル モ青 少 年 ノ結 核 像 二

就 イテ殊 二其 ノ経 過 ノ追 及 ト豫 後 二關 スル研 究

ハ未 ダ記 載 セ ラ レタ ル モ ノナ シ。

余 等 ハ襲 二(昭 和4年6月)札 幌 中等 學 校 某 々校

ノ結 核 早 期 診 断 テ施 行 シ所謂 健 康 生徒 ノ結 核 像

二付 テ登 表 セ リ(結核 第10巻 第5號)。 即 チ、年齢

13歳 ヨ リ28歳 迄 ノ圭 トシテ 成 熟 前 期 二於 ケ ル

者976名 ノ「レン トゲ ン」検 査 二於 テ181名 ノ胸

部 所 見 アル モ ノ(但 シ陳 蕪性 初感 染 群 テ除 ク)テ

得 タル ガ 中胸 内淋 巴腺腫 脹 及 肺 門影 腫 脹86名 、

早 期 浸 潤 及 其 ノ緬 登 症状33名 、血 行 性播 種 性結

核54名 、其 他8名 ナル コ トテ報 ジ ソ ノ各 型 二

付 テ殊 二早 期 浸 潤 型 二付 テ詳 述 セ リ、 是等 ノ中

撒 名 ハ進 行 性 傾 向 アル モ ノ トシテ或 ハ休學 静養

テ渤 告 シ或 ハ直 チ ー 入院 治 療 テ 受 ケ シ メ タル

モ、 其 ノ観 察 ハ数 ケ月 二止 マ リ其 ノ後 ノ経 過 二

付 テ知 ル事 テ得 ザ リキ。

昭 和8年9月 其 ノ経 過 二付 テ知 ラ ン トシ學 校

當 局 者 二相 諮 リ居 所 テ調査 シ其 ノ判 明 セ ル モ ノ

ニ書 面 ラ以 テ健 康 状 態 テ 照 合 セ ル 結 果 ハ・不 明

61名 ヲ除 キ120名 二付 キ現 状 テ知 ル コ トテ得

タ リ。

此 レテ表 示 ス レバ次 ノ如 シ。

即 チ病 的 所 見 ア リシモ ノ181名 中15名 ハ 在學

中 既 二 「病 氣 退 學 」セ シモ ノニ シテ其 ノ病 名 二付

テハ・詳 細 ラ知 ル ゴ トヲ得 ザ ルモ恐 ラ クハ結 核 性

疾 患 ノ爲 メ ト推 察 セ ラル 、 内胸 内淋 巴腺 腫 脹3

名 、 早期 浸 潤6名 、血 行 性 播 種 性 結 核(1名 テ算

スo

目下 「病 氣 中」ノ報 テ得 タル モ ノ6名 ア リ症 状 ノ

程 度 モ記 載 不 十 分 ナ ル テ以 テ詳 細 二知 ル コ ト能
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ハ ザ ル テ遺 憾 ト シ、 此 レニ屡 ス ル モ ノ胸 内淋 巴

腺 腫 脹2名 、 早 期 浸 潤 ニ テ當 時治 癒 傾 向 ト認 メ

シモ ノ1名 、 肺 二比 較 的 限 局 セ ル播 種 陞結 核 ア

リ シモ ノニ テ片 側 ナ リシモ ノ1名 、 両 側 性 ニ テ

進 行 性 ト思 ハ レシモ ノ及 治 癒 性 ト思 ハ レ シモ ノ

各1名 ラ算 セ リ.

又 「健 康 不 勝 」トノ報 テ爲 セ シモ ノモ120名 中6

名(5%)二 及 ブ、 内胸 内淋 巴 腺 腫 脹2名 、 早期

浸 潤 中 新 鮮 ノモ ノ及 治 癒 傾 向 ノモ ノ各1名 、血

行 性播 種 型 ニ チ ハ片 側1名 、 慢 性 粟粒 結核1名

ナ リ。

120名 中4年8ケ 月 ノ経 過 中死 亡 セ ル モ ノ22

名(18.3%)ノ 多 キ ハ實 二驚 嘆 二 値 ス ト 言 フ可

シ、 其 ノ中10名 ハ血 行 性 播 種 型 ニ テ1名 ノ慢

性 粟 粒 結 核 テ除 ク9名 ノ中、5名 ハ片 側 性 、4

名 ハ両 側 性 ナ リ、 又 早 期 浸 潤 ト診 断 セ シモ ノニ

7名 ノ死 亡 テ生 ぜ シ が 新 鮮 ナ ル モ ノ、 早 期 室

洞i進 行 傾 向等 各2名 、 治 癒 傾 向 】名 ナ リ.胸

内淋 巴腺 結 核 ハ4名 ナ リキ。

日常 生 活 上 自罷 的症 状 ナ ク「壮 健 」ナ リ ト報 ぜ シ

モ ノ86名 、即 チ全 数(120名)ノ3/4弱(71.7%)

二連 ス、 此 レテ診 断 當 時 ノ所 見 二照 合 ス ル ニ胸

内 淋 巴腺 腫脹51名(86名 二封 シ59%)早 期 浸 潤

及 其 ノ績 磯症11名(13%)血 行 性 播 種:性結 核19

名(22%)其 他(肺 門周 園 浸 潤 等)5名(5.8%)ナ

リ。

今 各 病 型 二付 テ観 察 スル ニ余 等 が強 持 胸 内淋 巴

腺 腫 脹 及 肺門 影 腫 脹(増 大)ト 診 断 セ シモ ノ16

名 ナ リ シモ病 気 退 學3名 、 居 所 不 明等 ニ テ確 報

テ得 難 キ モ ノ27名 ラ除 キ59名 二付 テ観 ル ニ中

壮 健 ・・.51名(86.4%)健 康 不 勝 又,ノ・病 気 中4名

(6.8%)死 亡4名(6.8%)ニ シテ大 多 数 ・・健 康 者

トシテ 日常 生 活 上 異 状 ナ キモ約14%ノ ・不 健康

ヨ リ死 亡 ノ間 ノ状 態 二在 リ、死 因 不 明 ナ ル爲 メ

即 断 テ容 シ難 キ モ4ケ 年8ケ 月 ノ経 過 中約7%

ノ死 亡率 ラ示 セル ノ・實 二注 目 二憤 スル モ ノ ト言

フ可 シ、以 上胸 内淋 巴腺 及 肺 門 影腫 脹 中豫 後不

良 ナ リ シモ ノハ8名 ノ當 時 ノ「レン トゲ ン」爲 眞

二付 イテ検 討 ス ル ハ興 味深 ク且 緊要 ナル ゴ ト ・

信 ズ。

「健康不勝」2名

第1例 、一 當時19歳 、 マ∠ 」L立=:氏反応

(十)、診 断、左側 肺門腺結核。

「レ」線所 見
、雨肺 門殊二左方甚 ダ シク膨大 シ境界不

鋭利、右 方稚 く鮮 明ニ シテ均等性 ナ リ。肺野 二異常

ナ シ。

返信 、肺尖 「カタ2レ」及肋膜炎 ヲ罹患 セ リr.

第2例 、一 當時18歳 、 マ ソトゥー(朴)、
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診断 、両側肺 門腺腫 脹。

「レ」線 所見
、両側肺門栂指頭大 、濃 彩 ヲナスモ不整

形、 内二数 多 ノヨ リ濃 キ部 分 アリ。

返信、時 二膿温37度 ヲ越 ユ ト。

「病 魚串」2名
。

第1例 、■ 常時18歳 、 マ ソ トゥー(+)、 診

1斯、両側肺門腫脹.

「レ」的所 見
、両側肺門球状 二腫 大 スノレモ大 キ索状影

ノ交 叉 二 目リ成立 スルが如 シ、肺野 二異攣 ヲ認 メズ。

第2例 、 當時23歳 、マ ソトゥー(十〉、

診断、両側肺門腫脹。

「レ」的診断 、両 側肺 門不 正形 二納 ミ球状 二腫大 シ中

二太 キ索状 影不規 則二見一L、肺 野二異常 ナ シ。

「死亡」4名 。

第1例 、一 億時21歳 、 マ ソ トゥー(++)、 診

断、右側副 気管腺結核。

「v」線所 見、右副氣管腺小鶏卵大 二腫脹 シ均等性濃

彩 ヲナ.ス、肺野到 ノレ塵 二 大小不同 ノ粟粒大文 ノ・「レ

ンズ」豆大 ノ濃斑無告状陰影 ア リ。

昭和4年11刀5日 脳膜炎 ニテ死亡。

第2例 、 常時18歳 、 マ ソトゥー(十)、診

膝新、右側月市『1『切泉月重用長、

「レJ的所見。 右肺門下部 二 當 リ50鍍 銀貨大境 界

稽 ζ鋭利ナ ル圓形薄影 ア リ、内部 二濃淡 異 ナ レル ト

コロア リ。

昭和6年].月10日 死亡、病 名、左側上葉浸潤,

第3例 、一 常時19歳 、 マ ソ トゥー(++)、 診

断 、右側肺 門及 副気管腺結核。

「レ」所 見、右肺 門及氣管 ノ右 側二於 テ小吉實大 ノ濃

彩腫瘍状 二腫 脹セル ラ見ル。

後 賞科 二 入院 ス、両側慢性血行性播種性結核 ト ナ

リ、昭和4年8月16日 死亡 ス。

第4例 、一 當時16歳 、 マ ントゥー(十十)、診

断、両側肺門腺腫脹、右側副気管腺結核及右側肋膜

肥厚。

「v」所見
、両側肺門部隊 二左側 ・・著 シク腫 大 シ境界

鮮 明、方剤 無智腺 ・・鳩卵大腫脹均等性 陰影 ヲナス、

右側肋膜 内葉肥厚 シ胸壁 二沿 ヒテ肺 尖二連 シ、 下方

肋膜蜜 ・・個濁 ス、右髄隔膜上方ニ カナ リ濃 厚ナ ル不

均等性陰影 ア リ、2肋 間 二五 ル。

早 期 浸 潤 及 ソ ノ績 議 症 症 例 ハ 総 計33名 ナ リ シ

が中途 退 學6名 ノ多 キ ニ及 ピ而 シテ此 退 學 者 ノ

中早 期 室 洞 ハ3名 、 周 囲 二娘 病 竃 テ生 ジ進 行 性

ト見倣 サ レシモ ノ1名 、結 締織}曾殖 ニ ヨル治 癒

傾 向 ヲ示 セ シモ ノ2名 ナ リキ。

現 状 ノ確i實 ナ ル モ ノ21名 二 付 テ ノ、健 康11名

(52.4%)健 康 不 勝2名(9.5%)病 氣 中1名(4、8

%)死 亡7名(33.3紛 ナ レバ豫 後 憂 慮 ス・ごキ(不

健 康 及 病氣 中)3名 ト死 亡7名 ヲ加 算 ス レバ1i一1

名 ノ多 キ ニ達 ス ル が故 二本 症 型 ノ豫 後 ハ甚 グ不

良 ナ リ ト言 フテ得 可 シ。

新 鮮 ナ ル早期 浸潤 部 チ陰 影 均 等 性 境 界 鋭 利 ナ ル

固 形 又 八橋 圓形 テ呈 セル モ ノ7名 中4名 ・・目下

肚 健 二屡 スル が故 二恐 ラ クハ吸 敢 治 癒 セ シ カ或

ノ、不 憂 二残 存 スル モ ノ ト考 ヘ ラル、1名 ノ健 康

不勝 ハ如何 ナ ル状 態 ナ ル カ ラ知 り得 ザ ル モ増 悪

セ シモ ノニ非 ザ ル カ、 死 亡2名 ハ急激 二増 悪 シ

軟 化融 合 シ肺 癌 二進 展 セ シモ ノ ト考 フル テ至當

トセ ン、 早 期 室 洞3名 中 ノ2名 、進 行 傾 向2名

及 治癒 傾 向 ト認 メ シモ ノ1名 モ亦 以 上 ノ如 キ肺

癌 性 進 展 二終 リ死 亡 セ シモ ノナ リ。

次 二當 時 ノ「レン トゲ ン」像 二付 テ記 載 ス レバ、

壮 健11名

「健康不勝」2名 。

第1例 、 常時14歳 、 マ ントゥー(+)、 診

断、治癒性 早期 浸潤。

「レ」所 見
、右鎖骨下外方 二於 テ境界不鮮明ナル霊 豆

大 ノ薄影 ア リ、内外両方 二向 ヒ索状 二移 行 シ大鵬網

}伏1杉ノ集 合像 ヲ呈 ス。

昭和7年7月 病 気退學、肺門炎、肺尖 「カタノレ」、盲

腸炎等 ヲ経過 ス。 常命時 々微熱、悪寒、頭痛倦怠感

ヲ訴 フ、膿性喀褒モ出 ヅル ト。

第2例 、 常 時18歳 。

診 断、右 側新鮮 早期浸潤。

「レ」所 見、右 下胸 壁 二接 シ梅桃實大境界鋭利 ナル均

等性 薄影存在 ス。

検査 後間モナ ク肋骨 「カリエ.ス」ヲ患 ヒ手術 ヲウケ7

ルモ目下壮 健二感 ズ ト.

「病 気中」1名 、 常時15歳 、 マ ン トゥー

(++)、 診断、左 側灰化性固形 浸潤。

「レJ所見
、左下方心尖 二近 ク掘指頭 大境界鋭利 ナノレ

多少願 粒状 ヲナ ス濃彩1個 存 在 ス。
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昭和8年3刀 事故 退學。

現状報告、其後不健 康、巖痩、倦怠、食慾不振、盗汗、

咳漱、粘液性喀疾 ア リ、熱 ナキモ感 冒二罹 リ易 シ ト。

「死 亡」7名 。

第1例 、一 嘗時・7歳 マンけ 一㈲ 診

断、左側新鮮 早期浸潤。

「レ」所見、左側鎖骨下 二胡實大均等性機影 ア リ、他

肺野 二異常 ヲ認 メズ。

昭和6年8月14日 死 亡。

第2例 、 當時19歳 、 マ ン トゥー(十)、

診断、右側新鮮 早期浸潤,

「v」所 見、右側第 二二肋 間二権貴大均 等性機影 ア リ。

第3例 、一 當時19歳 、マ ソ トゥー(柵)、診

断 、右 側鎖 骨下浸 潤条輔移。

「レン トゲ ン」所 見、右鎖骨 下 二杏實大 多少均 等性機

影 ア リ周 園 二多数 ノ粟粒 大結 節影菜園 ス。

昭和4年8月5日 死亡、我 内科 二入院右側人工氣 胸

後喀血 ヲ來 シ急激増悪死亡 ス剖検 ナ シ。

第4例 、一 嘗時19歳 マ ン トゥー(++)診

1断、早期浸潤及轄移、

「レン トゲ ン」所 見、 左側鎖骨下 二50鍍 銀貨大均等

性機 影 ヲ見其 ノ下方 二葉 團性結節 影多数 ア リ。

:第5例 、一 党時15歳 、エ ソ トゥー反慮(十)、

診断、右肺尖(搬 痕性)浸 潤。

「レン トゲ ン」所 見、右 側肺尖 二小結 節薬園 ヨリ成 アレ

不 正形薄影 ア リ肺尖 肋膜 著明 二肥 厚ス、右肺門腫瘍

状 二腫脹 シ濃 厚ナ リ。

昭和9年 死亡。

第6例.一 常 時15歳 、 マ ソL立 一(十)、診

断、右側 早期空洞 兼輔移。

「レン トゲ ン」所 見、右 下野中央 二約楕 圓形扁桃 大空

洞 ア リ壁多少厚 シ、周園 二粟粒);結 節影薬 園 ス。猶

左側肺 尖 ニモ小結節多数雀 荘ス。

昭和8年7」122日 死亡。

第7例 、一 當時17歳 、コ ソけ 一(什 ・診

断、右 側肺 尖早期浸潤(融 合)。

「レントゲ ン」所 見、左肺尖 二梅實 大多少不 均等性機

影 ア リ、肺下葉 二小結 節菜園ス。

昭和4年9刀 選挙、同年12刀22日 死 亡。

血 行 性 播 種 性 結 核 、34名 中、壮 健19名(55.8%)

健 康 不 勝2名 、(5.8%)病 気 中3名1(8.8%)

死 亡10名(23.4%)ナ リ、 検 診 當 時 ハ5も 名 ヲ算

シタ ル モ後 病 気 退 學6名 ア リ。

「健康不勝」2名
。

第1例 、一 嘗時16歳 、 マ ントウニ(十)、診

断、右側上葉稠密 性繊維 性結核。

「レン トゲ ン」所 見
、右側肺尖 ヨ リ第三肋骨 ニカケテ

著明 ナル網状影 ア リ肺門 二連 ナル鎖骨下 二於 テ多少

大 ナル融合性斑鮎 ヲ作)V、 肺門南側共 二腫大 ス。

第2例 、一 常時20歳 、マ ン トゥー(丹)、診断、

慢性粟粒結核。

「レン トゲ ン」所 見、雨肺全般 二多数 ノ粟粒大結節朕

陰影 ヲ認 ム就 中左肺 二多藪 ナ リ、而 シテ肺尖及鎖骨

下 二於 テノ・融合 スル ヲ見 ル。

「病 氣 中」3名 。

第1例 、一 當時18歳 、 エ∠一L立二(十)、診

断、両側上葉播種性結核。

「レン トゲ ン」所見、両側上野 二少数 ノ粟粒大 ノ結節

状陰影 ア リ左側外方 二於 テ多少集 團ス。

第2例 、一 當時18歳 、マ ソ トゥー(惜〉、診

断、左 側肺尖増殖性結核兼右側後 期圓形浸潤 。

「レ'ソトゲ ソ」所 見、左側 肺尖 ヨ リ鎖骨下 ニ カケテ肺

門二向 ヒテ三角状 ヲナセル陰影 ア リ、肺尖 及鎖骨 下

二於 テ・・碗 豆大 文ノ・獄 豆大 ノ斑鮎 ヲ形 成 ス)Vモ 其 ノ

周 圃 二・・粟 粒大結 節明 カニ認 メラル、右 肺下野/上

部 外側 二梅 桃實大 ノ圓形薄影 ア リ境 界鋭利 ナ リ。

第3例 、一 當 時22歳 、 マ ソトゥー(十)、診

断、左側上葉繊維性肺結核。

「レントゲン」所見、左腕上野 二肺尖 ヨ リ肺門 ノ高サ

ニ亙 リテ繊維性網状陰影 ア リ鎖骨 下 二於 テ境 界不鮮

明 ノ斑黒胡犬ヲナ ス、右腕上野 二於 テモ肺紋理 多少著

明 ナ リ。

爾回答書 ニノ・其後腰椎 「カリエス」及左{卿1足關節炎 ヲ

患 ヒタル旨記載 セ ラル。

「死亡」10名 。

第1例 、一 常 時15歳 、 マ ソ トゥー(+T11診

断、慢性粟粒結核。

「レン トゲ ン」所見、全肺 二粟粒大 斑翻 伏陰影 ア リ上

方 ノ・下 野 ヨ リモ多数 ナ リ、肺門腺腫脹 ヲ見 フご。

1昭和4年9月2日 死亡。

第2例 、一 嘗時19歳 マ ソ トゥー(柵)、診

断、左側肺尖結核(搬 痕性)。

「レン トゲ ン」所 見、左側肺尖 ヨリ第一肋間 ニ カケテ

多数 小結節集團 シ、猶小輪状影連続 シテ索状 ヲ呈ス
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ル モ ノ肺 尖 ヨ リ左 側 肺 門 二連 ナル 、左 側肺 門著 明 二

腫 大 シ濃 厘 ナ リ、 右 側肺 尖 ヨ リ鎖 骨 下 二及 ビテ肺 絞

理 著 明 ナ リ0

第3例 、 當時18歳 、 ア ソ トウー(十)、 診

断 、 左 側 上 葉 播 種 性 結 核 飛 肋 膜 肥 厚 。

「レ ン トゲ ン
」所 見、 左 側 肺 尖 ヨ リ中野 二五 リ無 数 ノ

粟 粒大 瑳 鮎 状 陰 影 ア リ、 下 野 ・・心 臓 ト胸 壁 ノ間 二濃

厚 均 等 性 陰 影 ヲ以 テ覆 ・・,レ、 右 肺 全 面 二血 管影 ノ交

叉部 結 節 状 二膨 隆 セ ノレ感 ア リ。

第4例 、 當 時21歳 、 マ ソ トゥー(柵)、 診

断 、左 側 結 節性 結 核(後 肋 膜 炎性 浸 潤)。

「レ ソ トデ ソ」所 見
、 左 姉 上 半蔀 二樹 枝 状 濃 影 ア リ鎖

骨 下 二於 テ融 合 シ杏 實 大 薄 影 ヲナ シ肺 尖 ニ テ ・・櫻 賓

大 ノ薄 斑 ヲ ナス 、 心 臓 左 縁 二接 シテ鴛 卵大 ノ濃 彩 ア

リ共 ノ周 遊 部 ハ網 状 ヲ爲 ス。

昭 和8年11月8日 、 死 亡。

:第5例 、 當 時21歳 、 マ ソ トゥー(什)、

診 断 、 左 肺 尖 疲 痕 性 結 核 。

「レ ン トゲ ン」所 見
、 左 側 肺 尖 二限 局 シテ粟 粒 大 縞 節

集 合 シ約 指 頭 大 ノ陰 影 ヲ成 ス、 多 少 融 合 ノ傾 ア リ、

鎖 骨 下 二極 メ テ少 数 ノ粟 粒 大結 節 状 斑 鮎 アノレモ飴 リ

明 ナ ラズ 、 左 側肺 門 甚 ダ大 且 濃 厚 ニ シテ周 園 二索 状

二放 散 ス。

:第6例 、 當 時18歳 、 マ ソ トゥー(什)、 診

断 、 左 側 上 葉 結 節 性 結 核 。

「レ ン トゲ ン」所 見、(:島 風鮮 明 ヲ猷 ク)左 側 鎖 骨 下 及

第 一肋 間 二亙 リ栂 指 頭 人 並 二指 頭 ノくノ融 合 セ,レ如 キ

濃 厚陰 影 ア リ、 小斑 瓢 ヲ 以 テ濃厚 ナJレ左 肺 門 影 ト連

絡 ス、 昭和4年ll月4日 再 検 、 雨 肺 全般 工:亙 り粟 粒

大 斑 黒占無 数 二 見 ラ レ左 肺 ・・右 肺 ヨ リ其 ノ数 多 シ、 両

側 肺 尖 ニ チ ハ融 合 シテ指 頭 大 ノ濃 彩 ヲ作 り殊 二左 肺

尖 ニ テ ・・共 ノ中央 ハ稽 ζ透 明 トナ ノレ、 左 肺 門 た且 濃

ニ シテ境 界不 鮮 明 ナ リ。

昭和5年8月31日 死 亡 。

第7例 、一 當 時17歳 、 マ ソ トゥー(十十)、診

断 、 南 側上 葉 結 節性 結 核 。

「レ ン トゲ ン」所 見
、 両 側 、 上 野_粟 粒 大 乃 至 「レ ン

ズ」豆 大 斑 鮎 ノ連 鎖 ヨ リ成 ノレ樹 枝 状 陰 影 ア リ左 側 鎖

骨 下 ニ テ ・・多少 融 合 シテ獄 豆 大 渡 影 ヲ成 ス、:左肺 門

稚 く大 且 濃 厚 ナ リ。

昭 和8年7刀17日 死 亡 。

第8例 、一 當時19歳 、 マ ソ トゥー(+)、 診

断、両側上葉播種性結核。

「レン トゲ ン」所 見、雨肺上野第二肋骨 ヨ リ上方 二多

数 ノ粟粒大斑鮎 ヲ見Jレ、左肺尖及鎖骨下二於 テ・・獄

豆大 ノ不鮮明 ノ濃斑 ヲ成 ス、左側肺門甚 ダ ンク腫大

ヅ且濃厚 ナ リ。

ll召和8年9月10日 死亡。

第9例 、一 嘗時22歳 、マ ン トゥー(什)、診
4

断、南側上野播種性結核。

「レン トゲ ン」所 見、左肺 ・・上 野蛇 二中野 二方肺 ・・上

野 二於 テ粟粒大結節状陰影無数 二存在 ス融合 ノ傾向

ナ シ、左:側肺 門杏實大 二腫大 シ濃厚 ナ リ。

第10例 、一 當時17歳 、 マソ トゥー〈++)、診

断,両 側上葉播種性結核兼左肋 膜石灰化竈。

「レントゲ ン」所見、雨肺 第三肋 骨 ヨ リ上方 二多敷 ノ

粟粒大結節状斑鮎 ア リ右 肺尖 二大 豆大 ノ濃 彩 ヲ見

1レ、左肺 下部胸 壁二接 シ細長儲 圓形 ノ境界鋭利 ナル

極 メテ濃厚ナノレ陰 影 アリ多少頴粒状 二見ユ。

昭和5年8月31日 退學、 同1;年6刀6日 死亡。

其 他 ノ病 竈 、 余 等 八節1同 報 告 二於 テ淋 巴 適 性

結 核3名 、 初 感 染 ト診 断 セ シモ ノ4名 、 肺 門周

囲 浸 潤3名 ア リ シテ記 載 シテ ケ リ、其 ノ中不 明

2名 ラ除 ク6名 二付 テ見 ル ニ死 亡1名 壮 健5名

ラ得 タ リ。

「死亡」1名 。

當時18歳 、 マ ン トゥー(柵)、診断、初感

染群(兼 粟粒結核疑診)。

「レントゲ ン」所見、左肺 中野第三 肋骨 ノ上縁 二當 リ

霊 豆大 ノ濃影 ア リ左右 二向 ヒ延長 ス、左肺門影 腫瘍:

状 二腫大 シ共 ノ境界鋭利 ナ リ、雨肺肺絞理著 シク太

ク結節状影 ヲ交 ユ。

昭和.)年6刀15日 腹膜 炎 ニテ死亡。

病 気 退 學 者 、 合 同 ノ調 査 ニ ヨ リテ検 診 後 病 気 退

學 セ シモ ノ19名 デ算 シ、 中4名 ハ 死 亡 シ、 残

余 ノ15名 二付 テ・・僅 カ ニ1名(早 期 浸 潤 例)ガ

回 答 テ途 附 シ來 タ リ シモ14名 ハ居所 不 明 ノ爲

メ豫 後 テ知 ル事 能 ハザ ル モ ノナ リ、是 等 中途 退

學 者 ノ當 時 ノ病 名 ハ 表 二付 テ明 カ ナル 如 ク胸 内

淋 巴腺 腫 脹3名 、早期 浸潤 及績 護症6名,血 行 性

播 種 性結 核6名 ゐ シテ、 就 中注 目 ス可 キハ 早期

室 洞 ノ3名 ト血 行 性 片 側播 種 性 ニ テ進 行 性 ノモ

ノ2名(全 部)及 両 側性 播 種 性 結 核2名 ナ リ トス
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今退學時期 ト學校二就テ調査 セルニ、19名 中2

名ハ不明(中1名 死亡)、 昭和4年(検 診 ト同年)

退學 ハ4名(内1名 ハ後死亡左肺尖早期浸潤)、

同5年 中退學者 ハ5名(内2名 死亡 シ血行性播

種性即上記第6例 及第10例)、 同6年5名 、同

7年3名 ナリ。

総括虻 呂考案

181名 ノ胸 内淋 巴腺 腫 脹 拉 二 肺 内 病攣 ア リ シモ

ノ ・4年8ケ 月後 ノ豫 後 ハ上記 ノ如 シ、観 察期

間短 ヵ キ ラ以 テ到 底 永久 的 豫 後 判 定 ト稻…シ難 キ

モ大 罷 二於 テ青年 期(一一部 少 年 期 二 編 入 ス可 キ

モ ノラ含 ム)早 期 結 核 ノ経 過 テ窺 知 ス ル コ トヲ

得 タ リ ト信 ズ。

病 氣 退 學 ノ判 明 セル モ ノ ユ5名(退 學 後 死 亡 セ ルレ

ノテ除 キ)ラ 算 セル ハ肚 健 者 ハ多 キ ト共 二其 ノ

数 寧 ロ割 合 二僅 少 ナル ノ感 ア リ(8・3%)是 等 ハ

何 レモ検 診 當 時 ハ 自魔 的症 候無 カ リ ノモ ノ ナル

モ検 診 ノ結=果 テ家 族 又 ハ當 人 二告 ゲ適 當 ノ虎 置

テ取 ル可 キ コ トテ忠 告 セザ ル ガ爲 メ或 ハ 豫後 不

良 ヲ催 レテ退學 セ ル モ ノ モ ア ル可 キ モ、 其 ノ大

多撒 ハ身膿 違 和 テ 自覧 シ實 際就 學 不 可能 トナ リ

シモ ハナル コ ト想像 二難 カ ラズ、 早期 浸 潤 及 績

褒 症6名 中 早期 室洞3名 テ算 セ ル ト血 行 性播 種

性 結核 ニ シテ進 行 性 傾 向 テ示 セ ル モ ノ全 部(2

名)殊 二雨 側 性播 種 性2名 ノ如 キ此 レテ謹 シテ

飴 リア リ、 此等 退學 者 ノ終 局 ハ豫 後不 明 ナル ハ

遺'憾 トスルレトコ ロ ナ リ。

最 モ 注 意 スベ キ ハ死 亡撒 ト各型 二封 スルレ其 ノ配

列 ナ リ トス。120例 中22名(18%)ノ 死 亡数 ハ驚

嘆 ス可 キモ ノアリ、我邦 二於 テ余 等 ノ観 察 二似 タ

ル文 獣 ア ル テ知 ラザ ル ガ故 二比較 ラ試 ムル能 ハ

ズ。 ミュ ン フ・㍉ ハ(W.Mttnchbach)(1933年)

ノ掲 逸 バー デ ン州 地方 保 健 所 二 於 ケ ル9000名

ノ患 者 ノ8ケ 年 間 ノ観 察 ニ ヨ レバ第 三期 肺結 核

(ツー ル バ ン氏 分 類)ニ ラバ死 亡傘7.1%、 第 二期

20.2%、 第 三 期51.0%ナ リ ト云 フ.ク レー ブ ス

(W.Krebs)(1930年)ノ 瑞 西 アー ル ガ ウ治 療 所

入院 肺結 核 患 者 二付 テハ 第 一期 患者492名 中死

亡12.6%ナ リ、 氏 ・・観 察 期 間17ケ 年 ノ長 時 日

二亙 レル モ ノナ リ。 バ ー ンズ(且.L.Barnes)

(1933年)モ 療 養 所 牧 容 患 者365名 二 付 テ1ケ

年 乃 至14ケ 年 後 ノ豫 後 テ観 察 セル ガ 病 竈 ノ廣

サ50「 セ ンチ メー トル」李 方 以 下 ノモ ノ ハ死 亡

率23%ニ シテ」曾殖 性 結 核 ハ17%混 合型 ハ23%

二當 ル ト云 フ。 グ ラ ス及 ホー ト(H.Grassu.

F.Hotb)(1932年)等 ガ掲 逸 ブ レー メ ン市結 核

相 談 所 二於 ケ ル1500名 ノ4ケ 年 間 ノ 観 察 ニ テ

ノ、開 放 性 結 核 ニ テ、豫 後 良 好 ノ見込 ノ モ ノ ・

(第 一期)死 亡 率9.6%豫 後 疑 問 ノモ ノ ・死 亡 卒

27.7%、 閉 鎖 性 肺 結 核 ニ テ ハ豫後 更 二良 好 ニ シ

テ豫 後 良 好 ノ見 込 者 ニ テ ・・僅 カー3・4%二 過 ギ

ザ リキ ト。 米 ノヘ ザ リ ン トン(H.W.且etheri-

ngton)(1933年)・ ・青 年 期 生 徒 ノ 肺 結 核 二付 テ

30-48ケ 月 ノ間 二3回 ノ再 検 査 テ行 ヘ ル ニ潜 伏

性 肺 尖結 核8名 中2名 檜 悪 、潜 伏 性 小 見 型 浸潤

13名 中2名 檜 悪 氣 管 氣 管 枝 淋 巴 腺 内 灰 化]12

名 中 増 悪 ナ シ云 々等 テ記載 ス。 ゾー バ ー及 ウ ィ

ル ソ ン(Sopera.Wilson)(1932年)ノ 米 工一 ル

大 學 々生 ノ結 核 検 診 一 於 テハ1502名 ノ被 検者

中38名 ハ肺 結 核 ニ テ退 學 セ リ ト記 ス。學 生 生 徒

ノ肺 結 核 検 出 二付 テ・・此 外Kattentidt,Kayser-

petersenpaulKrause,Riemer等 ノ報 告 アル

モ余 等 ノ如 ク其 ノ後 ノ経 過 又 ハ豫 後 二付 テ報 ズ

ル モ ハナ シ。 余 等 ノ死 亡傘 ヲ上 記 ミユ ン フバ ッ

ハ、ク レー ブ ス グ ラ ス等 ノ死 亡 傘 二比 スル ハ當

テ得 タル モ ノニ非 ズ此 レ等 ハ皆 療 養 所 入院 患 者

二付 テ ノ統 計 ナ レバ ナ リ、 然 ル ニ数 字 上 二於 テ

・・余 等 ノ死 亡 卒 ガ是 等 患 者 ノ死 亡 率 ヨ リ蓬 カニ

大 ナ ル ハ誠 二遺 憾 ナ ル ト同時 二驚 ク可 キ モ ノナ

リ トス、 而 モ豫 後 一 般 二良 好 ト信 ぜ ラル ・胸 内

淋 巴腺 結 核 二於 テ モ4例 ノ 死 亡 者 テ 見 タ リ、

是 等 ノ貼 二於 テ吾 邦 青 少 年 ノ結 核 ハ極 メ テ早 期

二診 断 セ ラ レ相 當 ノ治 療 テ加 フ可 ク勧 告 セラ レ

タ ル モ ハニ於 テ モ豫 後甚 グ不 良 ナ リ ト言 ハ ザル

可 カ ラザ ル ニ至 ル。
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死 亡 者22名 ノ病 型 分 類 ヲ第1表 二付 テ 観 ル ニ

胸 内淋 巴腺 腫 脹6.8%早 期 浸 潤 及 綾 登 症33%

血 行 性播 種 性結 核29.4%等 ナ リ 就 中早 期 浸潤

ニ テ新 鮮 ナル モ ノ7名 中2名 早 期 室 洞3名 中2

名 血行 性播 種 性結 核 片1則 ノモ ノ ・中進 行 性2名

全 部 死 亡等 ハ大 二注 目 ス可 キモ ノナ リ ト考 ヘ ラ

ル。 早 期 浸潤 ガ肺 瘍 ヘ ノ進展 第 一 階梯 トシテ豫

後 憂 慮 ス可 キ モ ノナ ル・・レデ ケルレ(Redeker)等

ハ主張 スル トコ ロ ニ シテ我 邦 ニ テハ熊 谷 教 授 等

モ 同意 セル モ ノナ リ、余等 ノ場 合 二於 テモ経 過

不 明 ナ ル モ斯 ク多撒 ノ死 亡 者 テ見 タル ハ 之 レニ

符 合 セル モ ノナ リ。

血行 性 播 種 性 肺結 核 二付 テハ最 近 特 二諸 方 面 ノ

關 心 テ惹 起 セ リ、 ウ ル リチ(Ulrici)・ ・粟 粒 結 核

ノ外 二 反覆 性遷 延性 播 種 結 核 トー 時 性 播 種 結 核

トガ豫 後 二多 大 ノ差 異 テ來 スモ ノナ ル ゴ ト、 後

者 ニ ハ進 行 性 ノ モ ノ、孤 立 性 臓 器結 核 及 不 全 性

血 行 性 結 核 ラ分 ヲ其 ノ豫 後 二於 テハ不 全 性 型 ハ

最 モ良 好 ナ ル モ反 覆 襲 撃 ニ ヨル再 燃 テ度 外 硯 ス

ル能 ハ ズ ト記 セ リ。 慢 性 粟 粒 肺 結 核 ガ自然 治 癒

テ ナ スモ ノ頻 々 トシ テ報 告 セ ラル、(MaxCohn,

Umber,Assmann,Lorey,Kern,Stievelmann

etc.)余 等 ノ例 二於 テ死 亡 セ ル モ ハ ・類 型 配 列

ノ・凡 ソ バ型 二分 布 セ ラル ・モ例 撒 極 メ テ小 ナ ル

ガ爲 メ其 ノ各 型 二付 テ糖 括 批 判 テ爲 ス能 ハ ズ、

大 膿 二於 テ 血 行 性播 種 性結 核3壬 例 中 ノ死 亡 率

29.4%テ 早 期 浸 潤 及 綾 登 症 ノ ソ レ(33.3%)二 比

較 ス レバ多 少 ノ低 率 ナ リ ト言 ヒ得 ル ニ過 ギ ザ ル

ナ リ。

病 氣 中 ノ記載 ハ輩 二同 答 書 テ案 ジテ斯 ク嘔 分 セ

ル ニ過 ギ ズ、果 シテ基 本 疾 患 ノ爲 メ ニ病氣 中 ナ

ル カ否 力不 明 ナ ル テ以 テ暫 ク論外 二置 クテ至 當

トセ ン。

健 康 不 勝 モ亦 記載 漫 然 タ ル ガ故 二批 判 テ避 ク、

結

(1)所 謂 健康 中等 學 校 生徒 ノ 「レ」線 検 査 ニ ヨル

結 核181名 中120名 二付 キ4年8ケ 月後 ノ健 康

男犬態 テ調 査 セ リ。

而 モ其 ノ数 僅 カ ニ6例(5%)二 過 ギ ズ。

是 等 二封 シ「肚 健 」一 シテ 日常 生 活 二毫 モ差 支 ナ

シ ト同 答 セ ル モ ノ86名(約72%)ノ 多 キ ニ及 ベ

リ、其 ノ中51名(約60%)ハ 胸 内淋 巴腺 又 ハ肺

門 影 腫 脹 ナ リ、余 等 ハ第 一報 二於 テ既 二明 記 セ

ル如 ク非 特 殊 性 ト思 考 セ ラル モ ノモ此 ノ中 二包

含 セ シメ タ ル ガ故 二4年8ケ 月後 全 ク肚 健 ナ ル

モ ノ此 ノ部 二屍 ス ル者 二斯 ク ノ如 ク多 数 二現 ハ

ルレ・モ ノナ ラ ン ト推 定 ス。 此所 二最 モ興 味 ア ル

ノ・早 期 浸潤 及 血行 性播 種 性結 核 ガ共 二牛 数 上

ハ此 ノ年 月後 二於 テ 自構 健康 者 トシテ生 存 スル

事 實 ナ リ トス、早 期 浸潤 ノ新鮮 ナ ル モ ハ7名 中

4名 、 治癒 傾 向7名 中4名 共 二健 康 者 ノ部 ニ ア

リ其 ノ中 新 鮮 早期 浸 潤1名 早期 空洞]名 ハ兵 士

トシテ満 洲 二出 征 中 ナ リ トハ同 答 ラ得 タ リ、 是

等 ハ恐 ラ ク治 癒 セ ル モ ノナ ラ ト考 ヘ ラル。 又 血

行 性播 種 結核 二於 テ モ新 鮮 ト認 メ シモ ノハ片 側

蚊 二雨 側共 二4例 中3例 ハ肚 健 ナ リ治 癒 傾 向 ノ

モ ノモ夫 々12名 中8名 及7名 中4名 ハ 肚 健 ナ

リ ト云 フ、 以 テ血行 性播 種 結 核 ガ豫 後良 好 ナル

コ トラ昭謹 スル ニ足 ル。

肺 門周 園 浸 潤 、 淋 巴道 性 結 核 、初 感 染等 ハ6名

中 生存5名 即 チ83.3%二 及 ベ リ、即 チ豫 後 ノ良

好 ナ ル コ ト恰 モ胸 内淋 巴腺 及 肺 門 影腫 脹 二次 グ

モ ノナ ル コ トラ知 ル。成 人 肺 結 核 ノ進 展 及豫 後

二就 テ ノ観 察或 ・・統 計 ハ1925年 アス マ ン、 レ

デ ケ ル、 ロ ンベ ル グ、 リユ チ ン等 ノ鎖 骨 下 浸潤

又 ハ早 期 浸潤 ノ研 究 トプロ イニ ング ノ肺 尖結 核

ノ長 期 間 観 察 二啓 襲 サ レ タル モ我 邦 二於 ケ ル研

究 ハ未 ダ指 テ屈 ス ル ニ過 ギ ズ、余 等 ノ本研 究 ハ

肺 所 見 ノ逐 究 二非 ズ シ テ5ケ 年 二近 キ年 月後 ノ

現 状 報 告 デ,基トシテ論 ジタ ル モ ノナ ル モ、 以 テ

極 メ テ早 期 ノ成 人 肺 結 核 ノ豫 後 ヲ昭知 ル ニ足 ル モ

ノ ト信 ズ。

論

(2)、Hk健86名(71.7%)健 康不 勝 及病 氣 中12

名(10%)死 亡22名(18.3%)、 病 氣 退 學15名

(8.3%)ノ 成 績 テ得 タ リ。
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(3)胸 内淋巴腺腫脹及肺門影増大ハ豫後最モ良

好(牡 健86.4%)ニ シテ、 死亡 ハ4名 テ出セ

リ。

早期浸潤及其綾登症 ハ豫後最 モ不良ニシテ死亡

33.3%二 上ル。

血行性播種 性結核 ノ死亡卒ハ29.4%二 及 ビ其

豫後ハ不良 トィフベク、成人肺結核登生上早期

浸潤 ト共 二重要ナル位置 ラ占ムルモノ ト考ヘラ

ルレo

(4)青 年 期 早 期 肺 結 核 ノ豫 後 バー 般 二不 良 三 シ

テ18.3%ノ 死 亡 卒 テ示 セ リ。

(本論文 ノ要旨ハ昭和9年8月16日 北海道醤學會第72同 例會二於テ講演セリ)。
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